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概 要 

 

2013 年 2 月 11 日に、科学デモンストレーターズによる実験教室「身近な植物で染め物に挑戦しよ

う！」を実施した。本実験教室では玉ねぎの皮染めと藍染めを行い、染色の化学について考える機会と

した。本稿では、その内容について報告する。 

 

 

１．はじめに   

 我々科学デモンストレーターは、土日を中心にサイ

エンスショーコーナーにおいて、エキストラ実験ショーと

いうサイエンスショーとは異なる内容の演示実験を行っ

ているボランティアスタッフである。今回、自主活動とし

て科学館内での染物実験教室を行った。染色は趣味

で行う工芸的なイメージが強いが、染色過程には多く

の化学反応が関わっている。本実験教室では、身近

な植物である玉ねぎの皮を用いた染色や古くから知ら

れている藍を用いて染色実験を行うとともに、その背景

にある化学的な染色原理について考えていただく機

会とすることを目指して行った。 

 

２．教室概要  

・実施日時： 

2013 年 2 月 11 日 14：00～16：00 

・対象： 

小学 3 年生以上  

（小学 2 年生以下の場合は保護者同伴） 

・参加人数  

  21 人  

 

３．教室内容  

３-１．玉ねぎの皮染め 

 前半 1 時間程度で玉ねぎの皮を用いた染色を行っ

た。詳細については別掲するテキストのとおりである。                                      
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 今回布を染色する際、布へ模様をつけるために絞り

染めとはさみ染めを行った。絞り染めとはさみ染めは糸

などで布を縛ったり、締めたりすることで染めたくない

部分に染料が入らないようにする方法である。今回は、

参加者が簡単に作業できるよう輪ゴムを使い、布を縛

った。またはさみ染めでは、3－5 ㎝角の板で布を挟み、

輪ゴムで止めるという方法だけではなく、洗濯バサミで

布を挟むなど子どもたちでも簡単に出来る工夫を凝ら

した。このようにして準備した布を玉ねぎの煮出し汁に

つけ、ミョウバンを媒染剤として染色を行った。この染

色の合間の時間を用いて、ミョウバン水、鉄液の媒染

剤２種を用い、それぞれ黄色・黒茶色に変化する様子

を観察した。媒染剤による色の違いを確認するとともに、

玉ねぎの皮染めの染色原理について解説した。 

３-２．藍染め 

 後半 1 時間程度で乾燥藍を用いた染色を行った。

詳細については別掲するテキストのとおりである。 

先の玉ねぎの皮染めと同様に絞り・挟み染めの準

備をし、藍液につけ染色を行った。藍染の場合も染色

の合間の時間

を利用し、メチ

レンブルーを

用いた酸化 ・

還元実験を行

い、藍染の染

色原理につい

て理解を深め

てもらった。       図１．絞りをほどく参加者  
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４．解説  

染色とは、色素が一旦布繊維に吸収され、洗浄し

ても落ちることなく繊維に定着する現象である。玉ねぎ

の皮染めの場合は、玉ねぎの皮に含まれるポリフェノ

ールの一種であるケルセチンと媒染剤に含まれる金属

イオンがキレート配位することにより不溶化する。この

反応の際にミョウバン中のアルミニウムでは、褐色から

黄色に変化するなど、色合いに大きく変化がみられ

る。 

一般的に草木染めは主に植物が生産するフラボノ

イド類やその類縁体のポリフェノール類を金属イオンで

安定化・不溶化し、繊維上に不溶性顔料を形成する

ことにより行われる。今回用いた玉ねぎの皮以外にも

花びらや草などでも行うことができる。 

一方、藍染は酸化還元反応により染色されるため、

媒染剤を必要としない。藍の色素であるインジコは不

溶性であるため還元し、淡色透明なロイコ体として繊

維へ吸着させる。その後、布を空気にさらすことにより、

ロイコ体を酸化して、不溶性のインジコとする。この際、

藍色に変化するとともに、色素が布に定着して染色で

きる。 

 本教室では、身近な植物を用いて染色原理および

染まり上がりの異なる 2 種の染色実験を行った。操作

としては、布を準備し、染色液に浸け、洗浄するという

同じ操作の繰り返しになってしまうため、実験教室とし

てはやや盛り上がりに欠けるかと心配したが、染まり上

がりが異なることや原理の説明にも関わる化学実験を

間に入れることで、違った印象を持って両実験に取り

組めたようである。 

図２．参加者の作品。黄色は玉ねぎの皮染め、 

青は藍染によるもの。 

 

さらに両実験とも絞り・はさみ染めを行い、模様をつ

けた。板を使ったはさみ染めは子どもたちには難しい

かと思っていたが、小学校高学年程度では１人で可能

であり、それより年齢の低い子でも保護者と協力しなが

ら、上手く布に縛りけられたようである。また 2 種の染色

とも絞り染め・はさみ染めを行ったが、初めの玉ねぎ染

めのときはどうなるか想像がつかない中で絞りを行って

おり、手元も不安げであった。しかしながら藍染の際は、

先に玉ねぎ染めで結果を確認しているため、どのよう

に絞りを入れれば、希望するような模様が得られるかを

考えながら作業を行っており、科学的な思考のもとに

絞り染め・はさみ染めを行っているように見受けられた。

科学教室としてこの点は評価できるものと思われる。 

一方で、藍染は乾燥藍を煮出し、藍の染色液を作

成したが、かなりの異臭を伴うことになってしまい、換気

を行っても教室内外に藍のにおいが充満する結果と

なってしまった。今後は、化学合成品などを用い、快

適に実験を行う工夫も必要である。 

また今回は用意できる材料に限りがあったこともあり、

少人数での開催となったが、多くの方に楽しんでいた

だける教室にするため、今後もさらに改善していく必要

性があるものと考える。 

 

本実験教室は対象を小学 3 年生以上としたため、

子どものみおよび子どもを連れた家族での参加が非常

に多く、染色原理の詳細については触れずに簡単に

説明せざるを得なかったが、それでも説明している時

は興味深く聞いていただけたようである。特にフラスコ

などの実験器具を用いての演示実験を入れることで、

工芸教室とは一線を画することが出来たのではないか。

また実験教室全体を見ると、見学者であるはずの親御

さんのほうが夢中になって作業を行う様子も多々見受

けられた。今回行った染色は大人も十分に楽しめるテ

ーマの一つと思われ、今後は大人を対象とした染色実

験教室を開催しても良いのかもしれない。 

 

 我々科学デモンストレーターは、アウトリーチ事業の

スタッフとして出張サイエンスショーや科学教室などを

担当することがあるため、教室運営技術のスキルアッ

プとしてもこのような科学教室を自主活動として行う意

義は非常に大きいと考える。多くの来館者に対し科学

の楽しさを感じていただくというデモンストレーターとし

ての活動意義の実践とともにアウトリーチ事業での質

の高い実験教室を行っていくためにも、今後もこのよう

な活動を続けていきたい。 
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